
大阪母子医療センタ ー建替基本設計（概要版） 。

地方独立行政法人大阪府立病院機構が運営する大阪母子医療センターは、開院から 40年以上経過し、建物の老朽化に加え、

多くの設備が耐用年数を超え、著しく老朽化が進んでいます。引き続き、南大阪地域の周産期・小児医療の基幹病院として高度
でかつ幅広い医療を提供するとともに、周産期・小児分野の希少・難治性疾患のゲノム解析・病態解明等の取組みや大阪府の母
子保健で指導的な役割を果たすため、現地建替え整備を行います。

少大阪母子医鑽センタ ー

【設計コンセプト】

1．母とこどもにやさしい配置計画

・敷地西側斜面に新建物を配置
•安心•安全な動線確保

・敷地裔低差を活用した動線

3．こどもを守る図即）砦として

・時間外．感染者動線の確保
．感染症流行を想定した計画
・院内感染を防ぐ安全な環境

【階構成イメ ー ジ】
▼RF
▼10F
▼9F

▼8F
▼7F
▼6F
▼SF
▼4F
▼3F

▼2F
▼1 F
▼B1F

研究所
研究所

小児病棟
小児病棟
小児病棟
母性病棟

管理
栄養管理 1 薬局

母性外来
小児外来

リハビリ 放射線部門

2．明快な部門ゾーニングと動線計画

•明快な部門構成・ゾ ー ニング

・患者と職員動線を明確に分離

4．難易度の高い現地建替えに対応した
建替ロ ー リング計画

・現病院を運営しながらの建替工事
・工事車両と一般車両の動線分離など

患者等の安全性を最優先した計画
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【計画概要】

・計画地 ：大阪府和泉市室堂町840（現地建替 ）
・敷地面積： 68,077m
・階 数 ：地下1階・地上10階
・構造 ：鉄骨造一部鉄骨鉄筋コンクリ＿ 卜造

（耐震構造）
・延床面積：新センター棟

エネルギー棟
・病床 数 ： 347床
・診療科 ：29診療科
．竣工予定： 2030年（令和12年）

＜凡例＞

36,967 m 
600 m 
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【配置計画】
0 新センタ ー棟
・地下1階・地上10階建てで、敷地内高低差 （約14m)

を活かして、東側は1階、西側は3階で地上と接する
計画

．感染外来は、主出入口とは明確に区別した専用出入口
を設置

®エネルギー棟
•平屋建てで新センター棟及び手術棟の近くに計画し、

電気設備及び医療ガス設備等を配置
®手術棟（既存）
•新センター棟2階分娩エリアは既存手術室と密に連携

できるよう、隣接したゾ ー ニング計画
0 研究棟（既存）
・研究所を新センター棟9 • 10階に計画しており、新セ

ンター棟建設後、倉庫等として活用する計画
◎ m•新セノター棟の正面玄関前に大型のロ ータリーを整備

し、エントランスに近い位置に車寄せを配置

【想定スケジュ ー ル（年度）】
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実施設計

一
先行撤去

エネルギー棟建設・インフラ盛替 開院 グランド
►―• オ ー プン

新センタ ー棟工事開院準備
―•
撤去・外構工事




